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8:50からはじめます
コメントスクリーンなどの準備をお願いします。



きのう、やさいやのにいやんがきました。 

おかあさんは「きゅうりをかおうか」といいながらお外へいきました。 

にいやんは「おくさんきゅうりかうよろしい」といってきゅうりをいじっ
ていました。 

おかあさんがきゅうり二本かって「二本なんせんかね」といいながら、お
うちへかえって、お金を持ってきました。 

にいやんは「二十せんです」といいました。 

お母さんは「たかいたかいしょうしょうまけるいいよ」といいながら、あ
かちゃんを、すずみだいにおいて「しょうがない」といっておかねをやり
ました。 

にいやんは「しぇしぇ」といいながら、おとなりのお家の中へ入りまし
た。 

また向こうからひとりのにいやんがきました。 
こんどは「おくさんやさいいりませんか。やさいたあたあある、かうよろ
しい」といって、ぽけっとからなんきん豆を出して、むしゃむしゃとたべ
ていました。 

「おくさん」といったので、おかあさんは「ぷよ」といいました。 
にいやんは「ぷよか」といって出てきました。













「のらくろ総攻撃」（田河水泡：1930年代）

















明治初期 
横浜

西洋人の日本語
イメージ
（〇〇でアリ
マース）

戦前メディアの中の
「怪しい商売の中国人」

横浜における
舶来イメージの言葉

横浜における
清国人の使用人・労働者
商売人のイメージ 〜アル

戦後～80年代の漫画の
「中国人の中年男」像

80年代以降の
「チャイナ少女」像

戦前・戦中生まれ作家

キョンシーのテンテン
鳥山明のアラレちゃん
高橋留美子のらんま1/2

「～ネ」の勃興と
「～アルヨ」の衰退

中国における
抗日映画の
日本人の話す
ピジン

「満州国」の中での
満州ピジン（昭和初期）

大正〜 
昭和初期

〜アリマス

昭和後期

平成以降












